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私の専門は建築史で，研究室では毎年歴史的建築の調査を行うとともに，建物の文化財と
しての価値を判断するという仕事をしている。その傍ら，エッチング（銅版画）を趣味にし
ている。エッチングをはじめて間もない頃のこと，とある建物の調査後，建物がよく映える
アングルを選んで写真を撮り，エッチング作品に仕上げてみた。それを所有者に差し上げた
ところ，大変喜んでもらえた。
エッチングを制作するとき，専門家の立場として建物のディテールまでを忠実に再現する
ように努めているが，電信柱，看板などの醜いと思われるものを排除したり，樹木が建物の
外観を損ねる場合は，枝を除去したりする。雲の形も自在に描き込む。写真を撮るのはたい
てい晴れた日であるが，エッチングでは夜景にしたり，雨や雪を降らせたりもする。そのよ
うな事情を知らずに私のエッチング作品を見る人は，そのままを再現したかのように思うか
もしれない。実際は，私の目に理想的と思われる建物になるように仕上げ直しているのであ
る。そのことで，建物が別の新たな魅力を持ってくれれば申し分ない。
研究の上で歴史的建築を論じる場合は，様々な視点で分析をして，建物が持つ固有の価値
を考え続ける。どのアングルから見れば，対象とした建物の特徴をより鮮やかにとらえるこ
とができるのか。それが言葉として端的に表現できたときに，この上ない喜びを感じる。丁
度，理想的なエッチング作品が出来たときと同じ感慨である。だから研究も制作もどちらも
止められない。
今回は，論文と研究ノートが各1報，デザインノートが5報の計7報の寄稿があった。当
初投稿数が少なかったので，締切を過ぎていたが所属教員に執筆をお願いした。そのため，
進行が遅れたことをお詫びするとともに，ご協力いただけた方々に感謝申し上げる。
紀要には，本学科の研究成果を内外に問うという使命がある。今後とも，多様な専門分野
からの投稿を歓迎するとともに，論文の本数が増えることを期待して止まない。
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